
○位置
山口県山口市

○ 営農効率の良い大区画ほ場が整
備され、担い手への農地集積と大型
機械・省力化機械の導入を推進。

○ 排水機場やパイプライン等の用排
水施設の整備により、氾濫や湿田の
解消と配水効率化による高収益作物
の生産拡大。

○ JA出資法人による大規模なハウス
団地を建設し、県内最大規模のイチ
ゴ栽培に取り組む。

【対策のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

やまぐちし

区画整理及び排水施設の整備

（H18～H30）

基盤整備

○ 整備前の農地は低平地で排水性が悪く、道路が狭
小で用水路は土水路であるため、園芸栽培に不利な条
件。
○ 水稲作が主体だったが、ほ場の大区画化と暗渠排水、
排水機場の整備により、高収益作物への転換が可能に。

高収益作物の作付け拡大

地

域

の

取

組

○ 集落営農法人では平成
27年から農業大学校の卒業
生を社員として雇用し、現在
３名が活躍中。
〇 イチゴ生産法人では17名
の新規雇用（若年人材の雇
用を図り、社員の平均年齢
は30代前半）。

若年就業者の活躍

○事業名
農業競争力強化農地整備事業

（H18～H30）
○ 主要作物
米、麦、大豆、イチゴ、タマネギ、キャベツ等

○ 受益面積 144.7ha

○ 主要工事
区画整理：144.7ha（暗渠排水を含む）
排水対策：排水機場１箇所、排水路１式

山口県
川西地区
かわにし

地下水位制御システム 排水機場

若手社員によるリモコン除草機の操作

○ ほ場の大区画化、用排水施設
の整備により担い手への農地集積
の拡大と高収益作物の生産強化。
〇 営農条件の向上により、高収益
作物を生産する新たな法人が参画。

整備後整備前

機械体系化されたタマネギ栽培

ほ場整備による大規模営農と雇用の拡大 ３か年緊急対策TPP等対策 簡易な基盤整備【山口県山口市】
やまぐちし
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4.6倍に増加

高収益作物の拡大

5 約36倍に増加
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整備前



成
20
年
９
月
に
農
事
組
合
法
人
川
西
（
以
下
、
法
人
川
西
）
を

設
立
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
川
西
中
地
区
を
含
む
１
９
４
戸

の
農
家
が
構
成
員
と
な
り
、
川
西
地
区
の
73
・
５
％
に
当
た
る

１
０
６
・
４
ha
を
法
人
川
西
に
集
積
。
大
区
画
化
と
汎
用
化
が

進
ん
だ
農
地
を
活
用
し
、「
水
稲
＋
大
豆
＋
麦
類
＋
野
菜
」
の

田
畑
輪
換
に
よ
る
複
合
経
営
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
法
人
川
西
の
ほ
か
、
い
ち
ご
栽
培
を
手
が
け
る
株
式

会
社
ベ
リ
ー
ろ
ー
ど
、
飼
料
用
米
を
生
産
す
る
有
限
会
社
佐
山

フ
ァ
ー
ム
、
水
稲
の
減
農
薬
栽
培
に
取
り
組
む
家
族
経
営
体
を

含
む
４
つ
の
経
営
体
が
川
西
地
区
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
大
規
模
経
営
を
展
開
す
る
法
人
川
西
は
作
付
面

積
を
順
調
に
拡
大
し
、
小
麦
や
二
条
大
麦
な
ど
の
麦
類
は
事
業

実
施
前
の
９
倍
に
増
加
。
川
西
地
区
の
耕
地
利
用
率
は
事
業
実

施
前
の
71
％
か
ら
１
５
０
％
へ
と
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

汎
用
化
の
効
果
に
よ
り
、
作
物
の
単
収
も
向
上
し
ま
し
た
。

特
に
高
収
益
作
物
の
タ
マ
ネ
ギ
は
定
植
か
ら
収
納
ま
で
の
作
業

を
機
械
化
し
て
省
力
化
を
進
め
、
令
和
２
年
か
ら
４
年
ま
で
の

直
近
３
年
の
平
均
単
収
は
、
事
業
実
施
前
に
比
べ
て
20
％
の
増

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
麦
類
は
生
育
が
安
定
し
、
同
じ
く

直
近
３
年
平
均
で
単
収
が
１
８
０
㎏
か
ら
３
５
０
㎏
へ
と
約
２

倍
に
増
収
し
ま
し
た
。

整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
も
大
き
く
削
減
し

排
水
不
良
と
狭
小
農
地
の
解
消
に
向
け

区
画
整
理
や
暗
渠
排
水
工
を
実
施

山
口
県
南
部
に
位
置
す
る
川
西
地
区
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
気
候
温
暖
な
地
域
で
す
。
本
地
区
で
は
古
く
か
ら
稲
作
が
営

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
海
抜
の
低
い
干
拓
地
の
た
め
排
水
条
件

が
悪
く
、ほ
場
も
狭
小
で
耕
作
条
件
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
経
営
面
積
が
１
ha
未
満
の
零
細
農
家
が
大
半
を
占
め
、
近

年
は
兼
業
化
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
遊
休
農
地
が
拡
大

し
、
地
域
農
業
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
元
有
志
が
立
ち
上
が
り
、
ほ
場
整
備
事
業
の
導
入

に
向
け
て
奔
走
。
地
区
内
で
合
意
形
成
を
図
り
、
平
成
18
年
度

よ
り
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
事
業

で
は
区
画
整
理
や
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
暗
渠
排

水
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
平
成
28
年
度
に
完
了
。
受
益
面
積
の

大
半
で
水
田
の
汎
用
化
が
実
現
し
ま
し
た
。
現
在
は
隣
接
す
る

川
西
中
地
区
と
佐
山
北
第
一
地
区
で
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整

備
事
業
を
実
施
中
で
す
。

汎
用
化
の
効
果
で
単
収
が
増
加

タ
マ
ネ
ギ
は
２
割
増
、
麦
類
は
２
倍
増
に

川
西
地
区
で
は
整
備
事
業
を
契
機
に
法
人
化
を
推
進
し
、
平

川西地区全景

山口県
川西地区

大
区
画
化
と
汎
用
化
に
よ
り
土
地
利
用
型
複
合
経
営
が
実
現

田
畑
輪
換
体
系
の
確
立
で
担
い
手
法
人
の
売
上
高
は
１
億
円
超

山
口
県

川か
わ
に
し西

地
区

農
事
組
合
法
人
川
西

令和５年度
農業農村整備優良地区コンクール

農業振興部門
農林水産大臣賞

位　置　図

農業農村整備優良地区コンクール報告書 2



法
人
川
西
で
は
10
年
後
も
地
域
に
頼
ら
れ
る
存
在
を
目
指

し
、
現
在
１
・
１
億
円
の
売
上
高
を
１
・
６
倍
に
増
や
す
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。今
後
も
構
成
員
と
若
い
社
員
が
力
を
合
わ
せ
、

川
西
地
区
の
農
業
と
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

ま
し
た
。
大
区
画
化
や
農
地
の
集
約
化
に
よ
っ
て
大
型
機
械
の

導
入
や
作
付
け
の
団
地
化
が
進
み
、
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
水
管
理
も
省
力
化
さ
れ
、
水
稲
・
麦
・
大
豆
な
ど
の

土
地
利
用
型
作
物
の
作
業
時
間
が
大
幅
に
減
少
。
主
食
用
米
の

労
働
時
間
を
事
業
実
施
前
の
平
成
16
年
と
令
和
４
年
で
比
較
す

る
と
、
10
ａ
あ
た
り
35
・
２
時
間
か
ら
８
・
５
時
間
へ
と
約
４

分
の
１
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
水
稲
の
生
産
費

も
16
万
円
か
ら
８
万
１
千
円
へ
と
約
２
分
の
１
に
縮
小
し
ま
し

た
。生

産
コ
ス
ト
の
さ
ら
な
る
削
減
に
向
け
、
法
人
川
西
で
は
リ

モ
コ
ン
式
草
刈
機
や
農
薬
散
布
用
の
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ス
マ
ー

ト
農
機
を
積
極
的
に
導
入
。
防
除
に
か
か
る
経
費
は
、
導
入
前

に
比
べ
て
60
％
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

福
利
厚
生
や
研
修
機
会
を
充
実
さ
せ

若
い
農
業
就
業
者
を
呼
び
込
む

法
人
川
西
で
は
、
地
域
農
業
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
と

確
保
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
登
録
制
で
常
時
45
人

の
作
業
従
事
者
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
労
働
力
を
構
成
員
だ

け
に
頼
る
や
り
方
で
は
い
つ
か
限
界
が
く
る
と
考
え
、
山
口
県

立
農
業
大
学
校
の
学
生
を
対
象
と
し
た
職
場
体
験
会
や
就
職
説

明
会
を
実
施
。
平
成
27
年
に
卒
業
生
１
名
を
採
用
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
令
和
５
年
ま
で
に
女
性
１
名
・
男
性
３
名
の
計
４
名

を
採
用
。
令
和
６
年
に
も
女
性
１
名
を
採
用
予
定
で
す
。

若
い
世
代
が
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
、
休
憩
室
や

シ
ャ
ワ
ー
室
を
整
備
し
た
り
、
育
児
・
介
護
休
暇
や
退
職
金
の

規
定
を
創
設
し
た
り
と
、
福
利
厚
生
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
若
手
社
員
に
は
職
場
内
研
修
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
開
催

す
る
各
種
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
将
来
の
法
人

経
営
を
託
せ
る
人
材
と
な
る
よ
う
に
育
成
中
で
す
。

事業概要

事 業 主 体 山口県

事 業 名 経営体育成基盤整備事業（ほ場整備）

工 期 平成18年度～平成28年度

受 益 面 積 144.7ha〔水田140.2ha（うち汎用化140.2ha）、
畑地4.5ha〕

受 益 戸 数 253戸

標 準 区 画 規 模 事業実施前  20a → 完了後  50a

1ha以上の区画合計面積 事業実施前  0ha → 完了後  55.7ha （39.7％）

主 要 工 事 区画整理工、用水路工、排水路工、道路工、暗
渠排水工（地下かんがい有）

関係土地改良区 山口市川西土地改良区

関 係 市 町 村 山口市

▲若手従業員 人材育成

◀リモコン草刈機 ドローン防除▶

タマネギ全自動移植機

農大生職場体験（はなっこりー）
山口県立農業大学校

農業大学校就職説明会
山口県立農業大学校

株式会社ベリーろーどのいちごハウス

農業農村整備優良地区コンクール報告書3


